
●当日 午後6 時30 分 から10 時（一部地 域では 午後5 時30 分から10

時）まで 、会場周辺の交 通規制が行われ ます。また 、駐車場があり

ませんの で 、車での来場はおやめく ださい。

川に親しむ親子の集い ．　 ニー

'９７夏休み子ども教室

八柱需園の使用者を募集します

スポーツ教室にご参加ください

ビオトープをつくってみませんか

情報チャンネル　　　　⑥

見に行こう　 聴いてみよう

相談あんない　 ほか

丶

期日 滞在地 日　　 程 食事

１ 10/30 M （夜）成田発
シドニー 経由でメル

ボルンへ
夕：機内

２ 31 窗
(朝)メルボルン着

メルボルン
メルボルン市内観光

朝：機内

昼：

夕：×

３ 11/1 出
ホワイトホース

(メルボルン泊)

ホワイトホース市民

との交流会

朝：

昼：

夕：×

４ 2(日) メルボルン
フリータイム

(オプショナルツアー)

朝：

昼：×

夕：×

５ 3竕 シドニー
シドニ一市内観光

夜はさよならパーティー

朝：

昼：

タ ニ

６ 4(火)(夜)シドニー発
フリータイム

(オプショナルツアー)

朝：

疂：×

夕：機内

ワ ５(水) （朝）成田着 着後、空港にて解散

朝：機内

二
千
円
（
航
空
運
賃
ホ
テ
ル
代

・
　

〒
2
7
1
松
戸
市
根
本
三
八
七
の
五
松

現
地
団
体
移
親

父
通
費

・
日
程
表
　

戸
市
役
所
内
診
松
戸
市
国
際
交
流

記
載
の
食
事
代
・
海
外
旅
行
保
険
　

協
会
へ

～
1
1
1
1

月

５
日

水
（
七

日

問
）
　

募

集
人

員

四
十

人

（
満
1
8
歳

以

Ｌ

）
　
費
用

十

九
万

１

を

実

施

し

ま

す

。

皆

さ

ん
の
ご
参

加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期

間
1
0
月
3
0
日

米

楽しいひとときを一緒に過

ごしませんか

圃
８

月
2
2
囗
糜

〔
消

印

有

効

〕

ま

で

に

、

往
復
（

ガ
キ
に

「
ホ

ワ

イ
ト

ホ

ー
ス

申
し

込

み
」

と
参

加

者

全

員
の

住

所
・

氏

名

・

年

齢

・
電

話
番

号

を

記
入

し

て
（（

ガ
キ

ー

枚

で
四

人

ま

で
可

）
、

松
戸
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、

姉
妹

都
市

の
ホ

ワ
イ
ト

ホ

ー
ス
市

民
と

の
交

流
を

メ
ー

ン
に
し

た
オ

ー
ス
ト
ラ

リ
ア

ツ
ア

代
・
空
港
施
設
使
用
料
を
含
む
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
市
民
優
先

の
上
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。

姉
妹
都
市
「
ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー
ス
市
」
訪
問
の
旅

8/2 ま ）

午後7時30分～
９時

８
月
２
日
に
夏
の
風
物
詩
、
花
火
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

（
雨
天
・
荒
天
の
場
合
は
、
８
月
９
日
に
順
延
）

当
日
は
、
皆
さ
ん
あ
ｋ
ら
協
賛
い
た
だ
き
ま
し
た
打
上
花
火
や

ス
タ
ー
マ
イ
ン
な
ど
、
夜
空
を
彩
る
花
火
、
約
一
万
発
を
打
ち

上
げ
ま
す
。
華
や
か
な
夏
の
一
夜
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

松
戸
花
火
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

松
戸
花
火
大
会
イ
ン
9
7

み
ん
な
で
あ
げ
る

夢
花
火

人口と世帯

主な内容

新
緑
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
巡
る



川に親しむ

::……　　 親 子 の集 い
市や県などが行っている総合治水事業について、川や水に触れ合いながら理解を深

めていただくため、｢川に親しむ親子の集い｣を開催します。

ご家族で楽しいひとときを過ごしませんか、お待ちしています。

日時…８月丿日出午前９時～正午〔雨天の場合は31日([Dに順延]

会場…坂川親水広場( 案内図参照)

費用…無料

※催し物で申し込み制のものは、先着順になりますので早めに申し込んでください。

匝]ハガキに住所・氏名・年齢(学年)・電話番号・希望する催し物名を記入して、〒271

松戸市根本387 の5松戸市役所河川課｢ 川に親しむ親子の集い｣ 係へ

昨年のドジョウつかみから

催　し　物 内　　　　　　 容 参 加 方 法 対　　　 象

親子魚釣り
川で魚釣りをし ます。釣り用具 ・

エサは各自持参

申し 込み制

先着100 組

小学生以下は

保護者同伴

ポン ポン船
ポンポン船で遊び ます。遊んだ船

は差し 上げます

申し 込み制

先着100 組

小 学生以下は

保護者同伴

ミ ニS  L ミニSLに乗れます 自由参加 小学生以下

昔の遊び
スーパーポールすく い・ベーゴマ

などで遊び 、差し上げます
自由参加 小学生以下

ドジョウつかみ ドジョウのつかみ取り 自由参加 小学生以 下

親子ザリガニ釣り
親子で仕掛けを作り 、ザリガニを

釣ります
自由参加 小学生以 下

川クイズ
川にちなんだクイズに答えると賞

品がも らえ ます
自由参加 -

おはなし キャラバン 楽しいおはなしや人形劇をします 自由参加 -

治水パネル等展示
総合治水を 分かりやすくしたパネ

ルや浸透装置の展示
- -

抽選会
イベン トの最 後に抽選をし 、いろ

いろな賞品 が当たります

アンケー卜

回答者
-

夕97夏休み

子ども教室

松
戸
駅
西
口
か
ら
京
成
バ
ス
「
矢
切
高
校
行
き
」

で
終
点
下
車
、
徒
歩
４
分

ま
た
は

、
「
国
府
台
経
由

市
川
駅
行
き
」
で
上
矢
切
下
車
、
徒
歩
９
分

身
の
ま
わ
り
の
環
境
を
考
え

る

日時＝８月５日火 （雨天決行）

午前10 時～午後３時

会場＝建設省関東技術事務所

費用＝無料

圃建設省関東技術事務所登3＆卜

5121番または、川をきれいにする課

夏

休

み
の
宿

題

に

も
な

る
ね

コーナー 内　　　 容

生活排水を

調べてみよう

身の回りにある果物や 、家庭から出る排水の水質を

調べてみよう

ミ ニ水族館
江戸川にすんでいる 魚を 、大きな 水槽に入れ 、真ん

中から見ると 、どう 見えるかな

台風時の雨を

体験しよう

屋外に降雨 体験車（自動的に雨を降ら せ、雨の強さ

を体験できる車）を展示し 、実演しま す

環境ビデオ
生活排水が河川を汚している実態や汚れの調べ方な

どをビ デオにより紹介し ます

水環境ゲーム
「琵琶(びわ)湖・淀川｣のCD-ROMによるゲームで

水環境に親しむこ とができます

水生生物の展示 川や池にいる水生生物の サンプ ルを展示し ます

大声大会
大声を出して､ど のくらいの大きさか(何ホーンか)騒

音計で測定し ます

エコマーク

商品展示

エコマーク商品の中で、川の汚れを少し でもきれいに

するための水切り三角コーナーなどを紹介します

夏 休み

「自由研究」相談

夏 休みの自由 研究 をこ れから始める 人 、成果をまとめる

人などに アド バイスやヒン トを提供し ます〔ﾜ/2朗卜8/15

金まで､関東技術事務所内で常設しています汢一日曜日を除く)〕

ザリガニ・ドジョウ

のつかみ取り

貯水池に放し たザリガニ・ドジョウのつかみ取りが

できます。捕まえたものは 、持ち 帰れます

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

電
車

・
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
”一

新
八
柱
駅
ま
た
は
新
京
成
八
柱

駅

・
常
盤
平
駅
南
口
か
ら
新
京
成

バ
ス
「
牧
の
原
団
地
行
き
」
で
建
設

省
官
舎
前
下
車
、
徒
歩
１
分

東
松

戸

病
院

整
形

外

科

外

来

休

診

の

お
知

ら

せ

休
診
日
７
月
3
0日
團
、
８
月
１
日

童圜
市
立
東
松
戸
病
院
総
務
課
医
事
係

登
3
9
1
・
5
5
0
0

番

街

と

水

辺

の

花

づ

く

り

コ

ン

ク

ー

ル応

募
用

紙

（
緑
化

基
金

に
あ

り
ま

す
）

に
①

車

内
の
住

宅

、
事
務

所
等

民
間

施
設

、
学
校

、
公
共

・
公

益
施

設
等

で

の
花
飾
り

や
花

壇
全
体

が
わ

か

る
写

具
②
花

飾

り
や
花

壇

づ
く
り

の
作

業
風
景

や
管

理
状
況

の
写

具
を

そ

れ
ぞ
れ
二

枚
以

上
と
コ

メ

ン
ト
、

エ

ピ
ソ

ー
ド
な
ど

を
添
え

て

ご
応
募

く

だ
さ

い
。

※
応
募

書

類
に
よ
Ｉ

審
査

し
ま

す
。

※
写

具
は

サ

ー
ビ
ス
サ
イ

ズ
以

上

惠

９
月
1
8
日
米
〔
必
着
〕
ま

で
に
、
郵

送
で

Ｉア
ｍ
一
松

戸
市
千

駄
堀

七
四

九
締

ま

つ
ど
街
と

水
辺

の
緑
化

基
金

（
登

3
4
5
・
9
8
4
6

番
）

へ

国

民

年

金

写

真

コ

ン

ク

ー

ル

テ
ー

マ
四
季

を
通

じ
て

の
県
内

の

風
景
・
行
事
・
名
所
・
旧
跡
・
文
化

財

・
ス

ポ
ー
ツ
な

ど
広
報

紙
の
表

紙

に
適
し

た
も

の
　

規
格
キ

ャ
ビ
ネ
以

上
四

ツ
切
り

ま
で

の
カ

ラ
ー

プ
リ
ン

ト
で
未

発
表

の
も

の

※
人
賞

者
に

は
賞
金

・
賞
状

を
贈
呈

匣

９
月
3
0
日

火
〔
必
着
〕
ま

で
に
、
作

品

の
裹
に
応

募

票
（
市

国
民
年

金
課

に
あ
り

ま
す

）
を
張

っ
て

干
2
6
0
匚
9
1千

葉
市

甲
夾
区
市

場
町

一

の
一
千
葉

県

社
会

部
国
民
年

金
課

内
千

葉
県
国

民

年

金
協

議
会
（
登
砌
・
2
2
3・
2
3
8

9
番
）へ

納

期

内

納

付

に

ご

協

力

を

７
月
3
1
日

困
は

固
定
資

産

税

・
都
市
計
画

税

（
第

二
期

）

の
納
期

限

で
す

。
納

め
忘

れ

の

な

い
よ
う

に

お
願

い
し

ま

す

。

暫

収

納

課

建

設

業

退

職

金

共

済

制

度

を

ご

存

じ

で

す

か

こ

の
制

度

は
、
建
設

業

の
労
働

福

祉

対
策

の
一
環

と
し

て
中
小

企
業
退

職
金

共
済

法
に

基

づ
き
創
設

さ

れ
、

特

殊
法
人

建
設

業

・
清

酒
製

造
業

・

林

業
退
職

金
共

済
組
合

が
運

営
し

て

い
ま
す

。

特
徴

は
、
建
設
業

界
で

働
く
限

り

、

事

業
所
を

変
え

て
も
就

労
し

た
期

間

全

部
を
通

算
し

て
退
職

金
を

支
払
う

制

度
で
す

。

掛
金
納

付

は
共
済

契
約

を
結

ん
で

い
る
事
業

主

が
加

入
労

働
者

の
共

済

壬

帳
に

就
労
日
数
に
応
じ
て
証
紙
（
掛

金

）
を
張

り

、
消

印

す

る
こ

と

で
行

わ

れ
ま
す

。

懿

建
退
共

千

葉
県
支

部

昔

㈲
・
2
4
6・

7
3
7
9

番

千

葉

県

警

察

官

募

集

対

象
高
校

・
大

学
卒

お
よ

び
卒
業

見
込

み
ま

た
は
同

等

の
資
格

が
あ

る

と
認

め

る
男
子

・
女
子
　

受

付
期

限

８
月
2
2
日

次

試

験
日

９

月
６
日

出

二

次

）
　
試
験

会
場
運

転
免

許
セ

ン

※
年

齢

・
身
体
基

準
等

の
詳
し

い
こ

と
は
、
お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ

い
。

鬩

松
戸

警
察
署

昔
3
6
9
・
0
1
1
0

番

、

松
戸

東
警

察
署

容
3
4
9
・
0
1
1
0

番

中

南

米

日

系

人

帰

国

前

技

術

研

修

生

を

募

集

対

象
1
2月

ご
ろ
ま

で
に
帰
国

す
る
、

日
本
で
就
労

中
の
中
南

米
阡
系
人

で
、

帰
国

後
活

か
せ

る
技
術

の
研

修
を
希

望
す

る
人
　

資

格
大

学
卒

業
ま

た
は

同
等

の
学
歴

を
有

し
、
日

本
語

・
英

語

が
理
解

で
き

る
二
十

歳
か

ら
三
十

九
歳

の
人
　

研

修
機
関
助
海

外
職

業

訓
練

協
会
（
千

葉
市

）
　
研

修
期
間
平

成
1
0年

１
月
1
4
日

水
～

３
月
2
5
日
水

募

集
期

間
８
月

１
日

窗
～
９

月
2
0日

出※
研

修
経

費
と
研

修
期

間
中

の
宿
泊

費

・
食

費
は
国

際
協
力

事
業

団

が

負

担
し
ま

す

。

嚮
驟
海
外

日
系

人
協

会

登
0
3
・
３

３

５
７

・
8
2
8
8

番



八柱霊園の
使用者を
募集します

東
京
都
八
柱
霊
園
の
使
用
者
を
募

集

し
ま

す

。

申
込

資
格
：
　

埋
蔵
す

べ

き
遺
骨

を
持

っ
て

い
る

（
既

に
別

の
と
こ

ろ

に
埋

蔵

・
収

蔵
さ

れ
て

い
る
遺
骨

を

含
む
　
申
し
込
み
者
が
そ
の
遺
骨

の
祭
祀
（
さ

い
し

）
　

市

内

に
三

年

以

上

継
続
し

て
居

住
し

て

い
る
①

遺

骨

の
配

偶
者

、

直
系

血
族

の
父

母
・

子

・
孫

・
養
父
母

・
養
子

女
、
兄
弟

姉
妹

で
あ

る
、
以

上
の

条

件
を
す

べ

て
満

た
し

て

い
る
人

※
住

民
票

二
戸
籍
謄

本
・
火

葬
許
可

証

等
で

の
証
明

が
必
要

申
込
用

紙
の
配

布
…
７
月
2
5
日

糜

川井敏久

講師に招かれて

か

ら

～

８

月

８

日

金

の

間

に

、

市

役

所

市

民

課

・
各

支

所

、

八

柱

霊

園

管

理

事

務

所

、

都

庁

第

∇

第

二

本

庁

舎

案

内

コ

ー

ナ

ー
、

新

宿

駅

西

ロ

イ

ン

フ

ォ

メ

ー

シ

ョ

ン

セ

ン

タ

ー
で
「
申

込

書

」

と

「

申

込

み

の

し

お

り

」

を

配

布公

開

抽

選
日

…

９

月
1
0
日

水

午

前

1
0時

か

ら

、

都

庁

第

二

本

庁

舎

一

階

ホ

ー

ル

で

実

施

惠

所

定

の

申

込

用

紙

を

８

月

８

日

金

ま

で

の

消

し

印

で

、

新

宿

郵

便

局

に

1
3日

水
正

午

必

着

圓

都

建

設

局

公

園

緑

地

部

霊

園

課

容

0
3・［
ａ
３

２

０

・［
ａ

３

９

１

番

～

３

番

今回募集する埋蔵施設の募集数と使用料

施設の型式 使用料(貸付時のみ) 募集数

一般埋蔵施設

！
412,000 円～　　　１

８几640 可　1ﾜ2

壁型埋蔵施設 652,000 円 1,120

※別に年間管理料1,1｢ｱO円～4,560 円が

毎年必要になります。

７
月

初
旬

、
私

は
茨
城

県
自

治

研

修
所

主
催

の
研

修
会

の
講
師

と

し

て
招

か

れ
、
茨

城
県
大

洗
町

へ

行

っ
て

き
ま

し
た

。

茨

城
県

内
の
市

の
新

任
部

長
級
・

町

村

の
主
要

課
長
職

の
職

員

の
皆

さ
ん
を

対
象

に
し

た
研

修
会

で
、

水
戸
市

・
土

浦
市

・
石

岡
市
を

は

リ
ス

ト

ラ

に
つ

い

て

講

演

す

る
市

長

小説家

水上勉氏に
関する資料の収集に

ご協力ください

長
野
県
北
御
牧
村
の
書
斎
に
て

じ

め
、
十

三
市

・
七
町

・
一
村

か

ら

六
十
人

ほ
ど

の
参

加

が
あ
り
ま

し

た
。
演

題

は
、「
私

の
自

治
体

経

営
論
」
と
い
う
内
容
で
し
た
。

研

修
会

の
講

師
と

し
て
市

外

へ

出

掛
け

て
行
く

の

は
、
今

回

が
初

め

て
で

、
は

じ
め
こ

の
講

演
の

依

頼

を

受

け

た
と

き
に

は

戸
惑

い
、

ど

う
し

よ
う

か
と
迷

っ
て

い
ま
し

た

。
し

か
し

、
水
戸

と
江

戸
を

結

ん
だ
水

戸
街

道

が
松

戸
市

内

を

縦

断

し
て

い
た

り
、
水

戸
徳

川
家

第

十

一
代

の
藩

王
と

な
っ
た

徳
川

昭

武
公

の
別
邸

（
戸
定

邸
）

が
松

戸

に

あ

る
こ
と

な
ど

、
私

は
茨
城
県

に

対
し

て
親
し

み

を
持

っ
て

い
ま

し

た

。
ま
た

、
研
修

の
対

象
者

が

行

政

の

ベ
テ

ラ
ン

の
人

ば
か
り

と

い
う
こ

と
で

、
松
戸

市

を
紹
介

す

る
願
っ
て
も

な
い
機
会
だ
と

思

い
、

市

で

は
水
上

勉
氏

の
絵
両

、
陶
器

な
ど

の
作
品

の
展
一
裘

二
を
1
0
月
1
2日

㈲
か
ら

Ｈ
月
９

囗

㈲
ま
で
、

ア

ー
ト

ス

ポ
ッ
ト
ま

つ
ど

（
伊

勢
丹
松
戸

店

九
階
）
で

開
催
し

ま
す

。

図
書

館
で

は
こ

れ
に
先

立
ち
、
松

戸

と
水

上
勉

氏
と

の
関
係

が
記

さ
れ

た
資
料

を
収

集
し
て

い
ま

す
。
お
持

ち
の
人

で
貸
与

し

て

い
た

だ
け

る
方

は
、
８

月
3
1
囗
㈲
ま

で
に

、
ご
連

絡

を
く

だ
さ

い
ま
す

よ
う
お

願

い
し
ま

す
。小

説
家

・
水
上

勉
氏

は
、
昭
和
3
2

年
９
月

か
ら

昭
和
3
4
年
1
0月

ま

で
の

２
年
余

り

、
市

内
下
矢
切
に
在
住
し

、

こ

の
時
期

に
長
編
小

説

の
執
筆

に
取

り
組

み
ま
し

た

。
昭
和
3
5
年
１
月

、

直
木

賞
候

補
と

な
る
「
霧

と
影

」
は
、

こ

の
地
で
執

筆
刊

行
さ

れ
、
社
会

派

推
理
小

説

の
第

一
人
者

ど
な

る
き

っ

か
け

に
な

り
ま
し

た

。

本
市

と

縁
の

深

い
、

水
上
勉

氏
の

業
績

を
皆

さ

ん
に
見
て

い
た

だ
き
た

く
展

変

バ
を
開
催

し
ま

す
。

（
資
料
内

容
）

図

書

・
新
聞

・
雑
誌

・
写

具
・
原

稿

・
切
り

抜
き
帳

な
ど

問

図
書
館

本
館

公
3
6
5
・
5
1
1
5

番

結

局

、
講

師
を
引

き
受

け
る
こ
と

に
し
ま
し
た

。

私

を
講
師

に
と

い
う
話

は
、
自

治
体

を
紹
介

す
る

情
報
誌

に
掲
載

さ
れ

た
松
戸
市

の
記

事
を
見

て
、

白

羽

の
矢

が
立

っ
た

よ
う

で
す

。

そ
の
記

事

の
中
に
行

政
リ

ス
ト

ラ

が
取

り
上

げ
ら
れ

て
お
り

、
機
構

改
革

と
す
ぐ

や

る
課

内

の
女

性
チ

ー
ム
「
ユ

ニ
2
1」
の
発

足

が
紹

介
さ

れ
て

い
ま
し

た

。
リ
ス
ト

ラ
と
相

反

す

る
こ

の
こ
と

が
研
修

担
当
者

の
興

味
を
呼

び
、

ぜ
ひ

、
こ

の
話

を
自

治
体

の
主
要
職

員

に
聞
か
せ

て
み
た

い
と
思

わ
れ
た
よ
う

で
す
。

そ

こ
で
私

は
、

講
演

に
は
市

政

運
営

の
考
え

方

、
行

政
リ

ス
ト

ラ

の
取

り
組
み

を
中

心
に
話

を

さ
せ

て

い
た
だ

き
ま
し

た
。

リ
ス
ト

ラ

と

は
単
に
人

や
組

織
を

減
ら
す
こ

暮らしの相談ごとに
専門家が

おこたえします
郵政省松戸栄暮らしの相談センター

時
間
午

前
1
0
時
～
正

午
と

午
後
１

時
～
３

時
（
予
約

制
）
　
会
場
松

戸
栄

ぶ
北
松
戸
駅
徒
歩
1
2
分
、
ま
た
は
松
戸

駅
西
口
か
ら
新
京

成
バ
ス
「
日

大
病
院
」
行

き
で
栄
町
六
丁
目
下

車
、
徒

歩
１

分

暮
ら
し

の
相

談
セ

ン

タ
ー

（
松

戸
栄

郵
便
局

二
階

）

相
談

内
同

士
福

祉
・

介
護
（
第

丁

ご
∵

四

月
曜

日
、
電
話

相
談

も
で

き
ま
す

）
②

年
金
（
第
一
丁

四
木
曜

日
）
②
法

律
（
第
二

・
四

火
曜

日
）
④

税
務
（
第

丁

三

火
曜
日

）
⑤

貯
蓄
（
第

丁

三
木

曜
日

）
　
相
談
員

弁
護

士

・
税

理
士

な
ど
　

呰
乕

無
料

乖
背

曜
～
金

曜
日

の
午
前

９

時
か

ら

午
後
５
時
の
問
に
、
電
話
で
郵
政
省

松
戸
栄
暮
ら
し
の
相
談
セ
ン
タ
ー
昔

3
6
0
・
6
6
1
2

番
へ

と

だ
け

で
は
な

く
、

本
当

に
必
要

な
行

政
サ

ー

ビ
ス
を
市

民

に
提
供

す

る
こ
と

だ
と

考
え

て

い
ま

す

。

受

講
者

は

、
昼
食

後
の

眠

い
時

間

に
も

か
か

わ
ら
ず

、
熱
心

に
私

の
話

を
聴

い
て
く
だ
さ

い
ま
し
た

。

は
じ
め

は
長

い
と
思

っ
て

い
た
持

ち

時
間

も
、
話
し

始

め
て
み

る
と

と

て
も
短

く

感
じ
ま

し
た

。
慣

れ

な

い
講

師
に
と

て
も

疲
れ

ま
し
た

が
、
松

戸
市

が
取

り

組

ん
で

い
る

姿

勢

は
十
分

理
解
し
て
も
ら
え

た

と

思

い
ま
す
。

今
年

は

猛
暑

が
予
想

さ
れ
ま

す

が
、
８

月
２

日

に
は

松
戸

花
火

大

会

が
予

定
さ
れ
て

お
り

、
各
地
区

で
も

い
ろ

い
ろ
な
祭
り

が
計
画

さ

れ
て

い
ま

す

。ま

た

、
各

町

会

等

で
は
身

近

な
盆
踊

り
大
会

が
行

わ

れ
る

と
思

い
ま
す

。
皆

さ
ん

も
こ

れ
ら
の
行
事
に
参

加
し
て
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
さ
れ
、
こ
の
暑
い
夏
を
元

気
に
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

願

っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
直
接

お
聞
き
す
る
た
め
、
市
長
室
直

通
の
フ
ァ
ク
ス
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
市
政
に
関
し
て
感
じ
て

い
る
こ
と
や
建
設
的
な
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
（
６
月
末

現
在
三
百
七
十
八
件
受
信
）
。

Ｆ
Ａ
χ

莇
・
2
3
0
1

番

お気 軽にご 相談ください

女
性

セ
ン

タ
ー

の
主
催

事
業
に

は
、
子

育
て
中

の

お
母

さ
ん
を
対

象
と
し

た
講
座

が

い
く
っ

か
あ
り

ま
す

。
そ

ん
な
折

に
よ
く

聞
く

の

は
、
毎

日
子

ど
も

に
振
り

回
さ

れ

て
自
分

の
時

間

が
な

い
、

ゆ
と
り

を
持

て
な

い
と

い
う

話

で
す
。
ま

た

、
さ
さ

い
な

こ
と

で
つ

い
イ
ラ

イ
ラ
し

て
子

ど
も
を

た
た

い
て
し

ま

い
、あ
と
で
自
己
嫌
悪

に
陥

る
と

い
う
悩
み
か

少
な
ぐ
あ
り
ま
せ

ん
。

実

際
、
一
日

中
子

ど
も
と

向
き

合

っ
て

い
る
と
、
自

分
を

振
り
返

る

余
裕

を
持

つ
の

は
難
し

い
か
も
し

れ
ま

せ

ん
。

で
も
、

わ

が
子

の
発

育
段
階

を

気
に
し

て
百

分

が
集

め
た

情
報

か

ら

、
こ

の
月
齢

な
ら

い
く

つ
言

葉

を

話
せ

る
は
ず

だ
と

か
、

何
歳

だ

っ
た
ら
こ

こ
ま

で
で
き

て
当

然
な

の
に
、

ど
う

し
て

こ

の
子

は
で

き

な

い

の
だ
ろ
う
と

、
考
え

て

い
な

い
で
し

ょ
う
か

。
子
供

を
あ

る
が

ま

ま
に
見

て
受

け
入

れ
る

の
で
は

な
く
、

ど
こ

か
で
仕
入

れ
た

惜
り

物

の
、

そ
の
年

齢
で

は
一
番

高

い

水

準
を
普

通

だ
と
思

い
込
み

、「
よ

り
早
く
よ
り
高
く
」
と
子
ど
も
に

要

求
し

て

い
ま

せ

ん
か
。
そ
し

て
、

よ
そ

の
子

と
比

較
し

て
、

あ
れ

が

で
き

な

い
、
こ

れ
も

ま
だ
と

減
点

し

て

い
き
、
自

分
も
子

ど

も
も
追

い
詰

め
て
し
ま

い
ま

す
。

親

が
作

っ
た

「
よ

い
子

」
像

を
押
し

付
け

ず
、
子

ど
も

が
本
来

持

っ
て

い
る

力

を
信

じ
て

み
て

は
ど
う

で
し

ょ

ま

た
、
子
育

て

は
達
成

感
に
乏

默女性センターゆうまつど

S364-8778 番

し

い
と
感

じ
て

い
る
人

も
見
受

け

ら

れ
ま
す

。
ど
う

も
仕

事
と
混

同

し
て

い

る
よ
う

で
す

。
仕
事

な
ら

業
績

と
し

て
ほ

か
か
ら

の
評
価

を

伴

い
ま
す

が
、
子

育
て

は
過
程

の

連
続

で
あ

り
、
自

分

の
目

で

わ
が

子

を
評
価

す
る

も
の
で

す

。
た
と

え
何

か
で

多
少

の
失
敗

が
あ

っ
た

と
し

て
も

、
子

ど
も

は
確
実

に
大

き

く
な

る
の
だ
し

、
こ

こ

が
だ
め

な

ら
次

が
あ

る
さ
と

、
肩

の
力

を

抜

い
て
気

分
を

変
え

て
み

る
こ
と

も
大

切

で
す

。

さ
て

、
こ

の
よ
う

な
母

親
の
悩

み

や
不

安

を
本

来

支
え

る

の

は
、

子

の
父
親
で
あ

る
夫

な
の
で
す

が
、

仕

事

が
忙

し

い
た

め
、
妻

が
そ
こ

ま

で
落

ち
込

ん
で

い
る
こ

と
に
気

が
付

か

な

い
よ

う
で

す
。
さ
ら

に
、

周

り
に

暮
ら

す
人

々
の
支
え

も
弱

く

な

っ
て

い
ま

す

。
「
母

子

一
体

の
幸
せ

像
」

の
縛
り

か
ら

解
放

さ

れ
な

い
限
り

、
女
性

も
男

性
も
心

豊

か
に

子
ど

も
と
向

き
合

う

ゆ
と

り

は
生

ま

れ
ま
せ

ん
。
そ

れ
ど
こ

ろ
か

、
子
ど

も
を

深
ぐ

傷
つ
け

た

り

、

あ
る

い
は

「
よ

い
子

」
を

演

じ
さ
せ

る
こ

と
に

な
り
ま

す

。
そ

の
こ
と

の
持

つ
危
う

さ

は
、
昨

今

さ
ま

ざ
ま

な
形

で

指
摘

さ
れ

て

い

ま
す

。

子
育
て
の
喜
び
も
不
安
も
分
か

ち
合
う

た

め
に
、

父
親
と

母

親
が

し

っ
か
り

と
向
き

合

い
、
さ

ら
に

周
り

の
人

々
も
支
え

合

う
関

係
を

つ
く

る
こ

と

が
今

強
く

求
め

ら
れ

て

い
ま
す

。

市長室・発

クローズアップ

女と男

「子育ての喜びも不安も分け合ってこそ｣



松戸市立　　校庭にビオトープ

第三中学校　理科の授業にも活用しています

す
。
食
物
連
鎖
に
よ
る
生
態
系
が

出
来
上
が
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
然

の
生
き
物
の
ド
ラ
マ
を
見
る
こ
と

オ
ト

ー
プ
の
水

の
中
に
小

さ
な
生

き
物

が
生

ま
れ
、
そ
れ
を

食
べ

る

こ

と
で
ま

た
別
の
生
物

が
育
ち
ま

土を入れる　 ／

できれば田んぼの土が

よい( すでに生物がい

る確率が高い)

メダカやカダヤシ、

トンボ 、カエルを

食べに鳥が来る

水
の
汚
れ
を
調
べ
る
エ
コ
ク
ラ
ブ
・

相
模
台

学
童
保
育
ぺ
ん
ぺ
ん
草
ク
ラ
ブ
の
皆

さ
ん

もとはため池だ

ったものを利用し

て、３月に卒業生

たちがくいを打っ

たり、ヨシやマコ

モを植えてつくり

ました。

今はメダカやコ

イ、ザリガニなど

がすんでいます。

現在理科の授業

では、水をすくって微生物などを調べ

ています。これから先ゲンゴロウやミ

ズスマシなどの水生生物が現れるとい

いですね。なかなか目にする機会がな

いと思うので、生徒たちにぜひ見ても

らいたいです。

今
同
紹
介

す
る
の
は

、
皆
さ
ん

の
庭
に
、
手

軽
に
っ
く

る
こ

と

が

で
き

る
ビ
オ
ト
ー

プ
の
一

例
で
す

（
つ
く
り

方
下

図
参

照
）
。
こ

の

ビ

庭
に
ビ
オ
ト
ー
プ
を
つ
く
つ
て

み
ま
せ
ん
か

私
た
ち
人

問
が
生
活
す

る
都
市

に
、
野
生

の
動

植
物

が
す

む
と
こ

ろ
「

ビ
オ
ト

ー

プ
」
を
つ
く

ろ
う

人
と
生
き
も
の
が
共
生
す
る
空

間
～
ビ
オ
ト
ー
プ
～

と
い
う
動
き
が
注
目
さ
れ
始
め
て

い
ま
す
。

ビ
オ
ト
ー
プ
と
は
、
動
植
物
が

あ
り
の
ま
ま
に
、
生
態
系
を
維
持

し
た
状
態
で
生
息
す
る
こ
と
が
で

き
る
空
間
の
こ
と
で
す
。

「
ビ
オ
ト
ー

プ
」
を
ご
存

じ
で
す

か
。
ビ
オ
ト
ー

プ
は
人
間

が

生
活
し
て
い

る
と
こ
ろ
に
野

生
の
動
植

物
が
あ
り
の

ま
ま
に

生

息
で
き

る
空
間

の
こ
と
で
す

。

自
宅
の
庭

な
ど
に
手
軽
に
で

き
る
ビ

オ
ト
ー
プ
の

つ
く
り
方

を
紹
介
し
ま

す
。

圖

環
境
管
理

課

庭
の

。
部
を
芝
生
に
し
な
い
で
、

雑
草

が
生
え

る
ま
ま
に
し
て

お
く

と

、
そ
こ
に

新
し

い
生
命

が
生

ま

れ
ま
す
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
で

は
な
く

生
け

垣
を
作

れ
ば
、
か
た

つ
む
り

な

ど
が
そ
こ

に
育
ち
ま
す

。
ま
た

大

き
な
も

の
で

は
河
川

の
護

岸
工

事

に
コ
ン

ク
リ
ー
ト
を
使

わ
ず
、

草

が
生
え

る
工

法
で
行

っ
た
結
果
、

ザ
リ

ガ
ニ
な

ど
が
す
め

る
川

に
な

っ
た
な
ど
は

、
ビ
オ
ト

ー
プ
の
一

例
で
す

。

人

間
の
生
活

の
場
に
、

ビ
オ
ト

ー

プ
を

つ
く

る
こ

と
で

い
ろ
い
ろ

な

生
き
物

の
生

息
地
を
確

保
し

、

人

間
と
動
植

物
が
共
生
す

る
と

い

う

考
え
方
は

、
こ

れ
ま
で

に
は
み

ら
れ
な

か
っ
た
新
し

い
自

然
保
護

の
発
想
な

の
で
す
。

稲･ ヨ シ･ ガ マ な ど水 辺

の 植 物を 植 え る

水 の中でも 腐らない から

昆虫 が足場にし たり 、

ヤゴが羽化するときこれ

に登る

石を入れる

石 と 石 の 阪 に 生 物

の 隠 れ 家 が で き る

め だか や タ ニシ を 入

れ ても よ い

何も入れなく ても生 き

物は自然に発生し ます

幼 虫 を 食 べ

て 、メ ダ 力

や カ ダ ヤ シ

(メダカに似

た魚)が育つ

落 葉 樹 がよ い

葉が落ち て腐り

土の養分になる

ビニールシートを敷く

水が土にし みこまないよ

うにするため

※つく り方の詳細は、お

問い合わせく ださ い

小さな生物を食べ

て、蚊やユスリカ

の幼虫が育つ

メダカ やカ ダ

ヤシを食べて 、

ト ン ボや 力工

ルが育つ

土や水の中に 小

さな生物が育つ

が
で
き

る
よ
う

に
な
り

ま
す

。

ま

た
ビ
オ
ト

ー

プ
が
い
ろ
い
ろ

な
と
こ

ろ
に

い
く
っ
も

つ
く

ら
れ

る
と
、
産

卵
場
所

が
増
え

る
こ

と

で
ト
ン

ボ
や
蝶
が

い
る
ラ
イ

ン
が

出

来

上

が
り

ま

す

。

こ

れ
を

ビ

オ

ト

ー
プ
ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
と

い

い
ま

す
。

生

命

の

息

づ

く
小

さ

な

世

界

を

つ
く

り

、
観

察

し

て

み

ま

せ

ん

か

。

つ

く

っ
た

人

は

、

観

察

の

結

果

を

ぜ
ひ

環
境
管
理
課

に
お
知

ら
せ

く
だ

さ

い
。
ま
た

ビ
オ
ト

ー
プ
つ

く
り

の
よ

い
ア
イ

デ
ア
を
思

い
つ

い
た
ら
、
教
え
て

く
だ

さ
い
。
お

待
ち
し

て

い
ま
す

。

ビ
オ
ト
ー
プ
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か

みんな集まれ!
こどもエコクラブ会員募集中

こどもエコクラブ事業

環境問題に関心を持

ち、地域や学校など身

近なところから環境保
全に向けて行動する子

どもたちを育てよう

と、2年前から始められました。

環境保全のためにどんなことをするか、子どもたち自ら考え、行

動するのが特色です。

エコクラブに参加している子どもたちは、６月末現在全国で約

38,000人にのばります。市内では2クラブ、51人が活動しています。

野
生
の
生
き
物
が
す
む
と
こ
ろ

小

・
中
学
生
の
皆
さ
ん

、
エ
コ
ク
ラ
ブ
を

つ
く
っ
て
、
仲
間
と
一
緒
に
環
境
の
こ
と
を

考
え
、
環
境
の
保
全
に
向
け
て
行
動
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

ど
ん
な
活
動
を
す
る
か
は
、
皆
さ
ん
の
ア

イ
デ
ア
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
ま
す
。

支
援
し
て
く
れ
る
大
人

を
探
し
て
、
何
人

か
の
グ
ル

ー
プ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

活

動
の

例

●゙
ビ
オ
ト

ー
プ
を
つ
く

る
●
ご
み
探
索
●
環

境
家
計

簿
づ
く
り
●
空
き
缶
の
リ
サ
イ
ク
ル

●
地
球
温
暖
化
問
題
に
関
す
る
気
温
の
観
測

や
影
響
予
測

な
ど

雎
環

境
管
理
課
へ

気軽に始めよう

スポーツ教室にご参加ください
スポーツ教室日程表

市スポーツ課主催( 申し込みの日にちなど、詳細はそのっと広報ま

っどでお知らせします)

贈]スポーツ課->63 ―9241 番

体育指導委員主催

地区名 教室名 期　日 会 場 問い合わせ

本庁
グラウンド･ゴルフ 毎月第3日曜日 南部小 斎藤

a367 一簡 〕番ソフトバレーボール 毎週土曜日 相模台小

明第一 グラウンド･ゴルフ 毎 週 火･ 木 曜 日 下荻公園
村松

B364 一29刀番

明第二 グラウンド･ゴルフ
毎月第2･4 日曜日 古ヶ畸南小 大塚

S363-3897#毎月第2･4 土曜日 -- －古 ヶ畸小

矢切

ソフトバレーボー

ル･インディアカ
9/14 ・ 21 ・ 28 ・
10年3/15･22･29

矢切小 平川

ａこ蹈 一〇5｢忍番
社交ダンス

－　一一一一一一
9 月 矢切公民館

東部 ソフトテニス 10年2J 東部スボーツ
渡部

B391-154'ﾜ番

常盤平

グラウンド･ゴルフ
8/24 ･ 9/28･ 10/12 ･

11/9･10^/15
高木小

宍戸

B389-& ∠卩5番

イ ン デ ィ ア ナ1 8/?4 ノ　　ワ８

常盤平体育館

ソフトバレーボール
9/21･10/b･

扣年1/ 衵

う－ジボール卓球 9/21 ・ 11/16

ダーツ
㎜　㎜　　　　　　

，
11/16-10 年1/18 ・

?/8

五香

六実

グラウンド･ゴルフ

＿_＿

毎 週 月 ・木 曜日
一一一一･-

西町ちびっ子広湯
一

山方

n38 ワー節刃番

毎週日曜日 六高台スポーツ

広場
一一一一一一

9 刀

卓球･ラージ卓球
一一一一一
毎 週土 ・日 曜日 松飛台第二小

ソフトバレーボール 毎回簗2 ・4日曜日
－ 一 一 一六 奥 簗 二 小

巫球
－ = J = U 　 　 　 ㎜ ㎜ ㎜ W ■

1  1 / 9  

・ …-一一　　－松飛台 貿　 Ｘ

バドミントン ｍ年2/15  ･ 22 高木第二小

小金原

インディアカ
8/24  ･ 12/14 ・

10 年1 广

‥-

小金原体阿館
市村

容3∠12－619⊃番

四 ■ r ㎜ ㎜ 　 　 r - = = i ㎜ ㎜ ㎜ 　 ㎜

ラ

ー

ジ 卓 球 8/24 . '|ご14 ・

10 年1/18

ソフトバレーボール
一一一
8/24

小金
バ ド ミ ン ト ン 毎 週日 曜日

小 金 小
藤 咲

眥匹 －9248 番グラウンド･ゴルフ

.＿.

9/21

㎜¶¶■㎜㎜■

馬橋

グラウンド･ゴルフ

10/19 ・ 11/16 ・

10年1/18 ・2/15

扣彑R/ 猖

幸谷小 吉村

昔yl 一氾23番

ソフトバレーボール

インディアカ

ラージボール卓球 八ヶ崎小

新松戸

々－ ソヽ
新松戸西小

グラウンド･ゴルフ

¶ ¶ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ㎜ ㎜

1 0 / 1 9

11/16 新松戸南小

10年2/15 新松戸北小

香川

B343-5580 番

9/ 巧 引2/21 ・

10年3/ 拓
馬橋北小

インディアカ
10/19 ・ 12/21 ・

10年2/15
新松戸 亙丿小

ラージボール卓球

ソフトバレーポール

バレーボール
毎月第3日曜日

(｢7･8･1月を除く)

カ
ロ
ー
リ
ン
グ

カナダや北欧の国々で親しまれている

氷上スポーツ、カーリングからヒントを

得て生まれた新しいスポーツです。

ジェツトローラをフロア先端のポイン

トゾーン( 的) めがけて走らせ、相手チ

ームと交互に投球し 、ぶつけあって得点

を競います。

やってみよう！

軽スポーツ

体育指導委員主催のスポーツ教室は、軽スポー

ツが中心です。

軽スポーツは、初心者や高齢者の皆さんでも手

軽に楽しむことができる新しいスポーツです。

たくさんの種目の中から、市内で教室や大会が

開かれている代表的なものをご紹介します。

便
利

な
生
活
を

送
っ
て
い

る
現
代
人

の
多
く

に
と
っ
て
、
運
動
不
足

は
悩
み
の
種
で
す

。
運
動
不
足
が
生
活

習
慣

病
（
成
人
病
）
の
原
因

に
な

る
と
分

か
っ
て
い
て

も
、
始
め

る
の

が
お
っ

く
う
だ
っ
た
り
き
っ

か
け

が
つ

か
め
な
か
っ

た
り
…
。

そ
ん

な
皆
さ
ん
の

た
め
に

、
ス
ポ
ー
ツ
教
室

を
開
い
て
い
ま
す

。

ス
ポ
ー
ツ
教

室
に
は
、
市
の
主

催
の

も
の

と
地
域

ご
と
に

体
育
指
導

委

員
に
よ
っ
て

開
か
れ
て
い

る
も
の
が
あ

り
ま
す
。

明
る
く
、
健

康
的

な
生
活
の

た
め
に
い
運
動

の
継
続
は
欠

か
せ

ま
せ

ん

。
気
軽
に
ス

ポ
ー
ツ
、

皆
さ
ん
も
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

圃

ス
ポ
ー
ツ

課

松
戸
在
住真

島

俊
二
さ
ん

スポーツ教室に参加したのがきっかけ

で、60歳を過ぎてからソフトバレ ーボー

ルを始めました。

ボールが大きいしやおらかいので、お

年寄りや運動が苦手な人にも向いている

と思います。とっても楽しいですよ。

地域の皆さんが気軽にスポーツを楽し

めるよう、市内11 地区、104人がお手伝

いをしています。

地区ごとに主に日曜日や祝日に開い

ているスポーツ教室（日程別表）では、

実技の指導や審判も行っています。

また、地域の皆さんのスポーツに関

する相談にもおこたえしています。

体 育指 導 委員 名簿　 ○会長し 副会長 ◇地区の理事( スポーツ教室やスポーツに関する相談のお問い合わせは理事まで(電話番号左劃) (敬称 略)

本庁地区
◇齊藤勝久、内田和彦、佐伯くに子、新沢博栄、北原英和

倉田博満、滝沢邦彦、坂井邦彦、

常盤平地区

◇宍戸正雄、上木正明、浅野元章、横山勉、染谷孝一、小暮利夫

木下静雄、大原あけみ、内田ヨネ、神代冨美子、吉田寿子

小林正夫、桑原陽子
明第一地区

○藤井敦、◇村松智、飯簣かつ子、高橋孝、高津和子、勝又元

葛西香代子、藤咲安男、竹内孝之

明第二地区
◇大塚清市、渡辺利信、武井芳子、前田一夫、渡選正、柴田敏男

田中清子、広野威志、斉藤洋子、
小金原地区

○松丸茂、◇市村廣子、篠崎仁男、日江丼裕子、下村きよ子

木村一雄、宮本一二、金成珪子、金子正義

矢切地区
◇平川政俊、山川武、市川久男、成田幸次、罰藤三雄、田仲浩一

湯浅マサノ
小金地区

◇藤咲友男、木村明正、谷口喜一郎、小沼ゆり子、小宮春男

宍戸治子コ||原正直、細野匡史、小森建介、手打雅子、

東部地区
○望月英雄、◇渡部嘉子、中川惣－、湯浅新一、織川徳子

湯浅隆、松戸寿子、鈴木博三、湯浅一男、安川俊子、
馬橋地区

◇吉村保、岡田友治、小暮廣弥、泉河津子、牧本義徳、加藤京子

峯田敏昭、西原里志

五香六実地区
○菊池和美、◇山方奈々子、野中純代、寒川好雄、谷畑顕、

金丸友光、谷恵美子、森崎節子、横澤九萬治、岩木武雄、森静子
新松戸地区

◇香川和香、梶野真由美、吉澤ひろ子、吉見世始子、松本文一

木下智造、加藤和孝、宮崎和子、楠井和男、八木睦子

完
成
し
た
あ
と

何
が
起
き
る
の
？

ビオトープのつくり

方

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

楽
し
ん
で
い
ま
す

理
科
担
当

木
嶋
恵
子
教
諭

庭に穴を掘る

水深80㎝くらいの所もつくる

と、魚の冬越しの場や夏の高

澀時の生物の逃げ場になる

浅瀬をつくる

野鳥 が水浴 びし たり 、

えさをとり にく る

教室名 期　日 会　場 対　象

インディアカ 9/3りＯ・リ　　10 パ
一一

ハ ケa･‾

‥ 　 　 一 一 ‥

女性サソヽカー 9/11・把･25･「U/9･23 運動公園 成人女性

女性中高齢者健康体操
9/4 ・11 ･25-10/2･9･

23･30  ■ 11/6
勤労会館 50 歳以上の女性 ・

男性中高齢者健康体操
9/5り２り9･26･ 10/3 ・

刀･24･31

和名ヶ谷スポ

ーツセンター
50歳以上の男性 １

三歳児親子体操
9/6り3･20･2ﾜ･10/4･

11･18･25
運動公園

三歳芫とその親

気功･ 太極拳
9/ 諂･20 ･27･ 10/小

11･18･25
成人

小学生低学年健康体操

9バ6･30･10/ﾜ･14･2D

28･11/4･U･18･25
青少年会館

小 学校1 ～3 年生
9/26･10/こ　　･24･3D

11刀･14･21 ･28･ 12/5 ・
運動公鰛

水泳

IC/3･6･13 ・刀・24・

2ﾜ ・31 ・ 11/ﾜ 和名ヶ谷スポ
－ツヤ　　ー

成人
10年1/16 ･2　3 ･27･

30 ・ご３・６・，Ｊ

ボクササイズ 10/5･12･19-26･11/2 平沼ジム 高校生～45 歳

ウェイトトレーニング＆

エアロビクス
11/2･9･16･23 ・30

運動公園

高校 生 以 上

アーチェリー
10年1/18 ･25 ・ 2/1 ・
8 り5 ・22・3/1・8

中学生以上

ミニバスケツトボール
10年1/25 ・2/1･8･15･

22 ・3/1 ・8 ・22
常盤平体育館 小学校3～6年生

レスリング
10年1/18 ･25 ・ 2/1 ・

8・15・22・3/8・15
運動公園 小 ・中学生

小学生低学年体力づくリ 10年3/5 ・ 12 り9 ・26 ・
運動公園

小学校1～3年生

小学生高学年体力づくリ
一一一‥
10 年3/24 ・25  - 26 ・2ﾜ

－　－－
小学校4 ～6 年生

グラウンド・ゴルフ

ゴルフのようにクラブでボールを打ち、鉄の

輪のホールポストにできるだけ少ない打数で入

れる競技です。

運動場や公園卜 可川敷などで、障害物や起伏

があってもできます。

チームとしてだけではなくコ固人でも楽しめ、

体力づくリとともに集中力も養えます。

スポーツ教室で最も人気のある競技です。 。

4人対4人で戰います。バレーボール

のルールを基本に、ネットをはさんで

素手で羽根を打ち合います。左右どち

らの手で打つでもよく、羽を持ってし

まうと反則です。

意外に運動量があり、用具も手軽で

昼休みやピクニックのときなどにも簡

単にできます。

インディアカ



催

し

物

創
立

五

周

年

記

念
ダ

ン

ス

パ

ー

テ

ィ

ー

８
月
３
日
㈲
午
後
１
時
3
0分
～
４

時
3
0分
　

会
場

森
の
ホ
ー
ル
2
1
内

容

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン
ゴ
ダ
ン
ス
協

会

・
小
林
太
平
氏
と
江
口

祐
子
氏
、

山
野
ひ
ろ
し
氏
演
奏
に
よ
る
ダ
ン
ス

パ
ー
テ
ィ

ー
　
呰
用

二
千
円

筒
社
交

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

ー
ス
テ
ッ

プ
2
1・
長
谷
川

音
3
6
3
・
2
5
3
7

番

ま

つ

り

～

東

葛

演

劇

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

８
月

３
日

㈲
午

後
１
時

～
８

時
1
5

分

会
場

市

民
劇

場

内

容

田

中
澄

江
「
遺

族
達

」
・
木

庭
久

美

子
「
と
も

だ
ち

」
ほ

か
束

葛
地

区

六
劇

団

に

よ

る
八
作

品

の
上
演
　

眥

曝

膳

冗
り
千

五
百
円
（
当
日

二
千

円
）

圜

松

戸
市

民
劇
団

・
鈴
木

登
3
8
9
・
4

6
4
6

番

千

葉

県

生

涯

大

学

校

作

品

展

８
月
2
5
囗
丱
～
2
8
日

米
　

会
場
千

葉
県
生
涯

大
嘗

杤

果
葉
学
園
（
千
葉

也

展
示

作
品

絵
画
・
書
・
彫

刻
工

作
ほ

か

杤
乕

入

場
無

料

鬩
千

葉

県

生

涯

大

学

校

事

務

局

昔

0
4
3
・
2
6
6・
4
7
0
5

番

県

立

現

代

産

業

科

学

館

「
夏

の

大

型

映

像

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

」

８
月
５
日

㈹
～
1
7日
⑥

禺
ブ
ル

ー
・

プ
ラ

ネ

ッ
ト

＝
午

前
1
0
時

か
ら
②

南

極
大

陸

＝
Ｈ
時
2
0
分

か
ら
③

ス

ペ
シ

ヤ
ル

ーエ

フ

ェ

ク

ト

＝
午

後

Ｏ

時
5
0

分
か

ら
①
愛

と
勇

気

の
翼

＝
午

後
２

時
1
0
分

か

ら

⑤

リ

ン

グ

ー
オ

ブ

ー
フ

ァ
イ

ヤ

ー

＝
３

時
3
0分

か

ら
　

費
用

各

一
般
六
百

円

、
高

・
大
学

生
四

百

円

、
小

・
中
学

生
二
百
円

筒

基

立
現
代

産
業

科
学

館

昔
3
7
9
・
2

0
0
5

番

近
隣
市
・
町
の
花
火
大
会

開催日 名 称 問い合 わせ 電 話番号

7/25R 流山花火大会 流山市商工課 登04 ワ1-58-1111 番

8/2 出

手賀沼花火大会

(我孫子会場)

(柏会場)

(沼南会場)

我孫子市商工観光課

柏市商工課

沼南町商工振興課

登04ﾜ1-85-111  1番

S04ﾜ1-6ﾜｰ1111 番

公04ﾜ1-91-1111 番

市川市民納涼花火大会 市川市商工課 萱33 ∠ﾚ1111 番

私があげる花火大会〔船橋市〕船橋市商工振興課 ａ０４ﾜ∠卜36-21  11番

23(士)関宿まつリ 関宿町商工観光課 登04ﾜ1-98-1111 番

「

ひ

ま

わ

り

号

」

で

行

く

ぶ

ど

う

狩

り

と

バ

ー

ベ

キ

ュ

ー

９
月
2
8
囗

㈲
　

行
き

先

茨
城
県
千

代
田

村

定

員

障
害
者

七
十

人
、
同

伴

者
（
家

族
）
四

十
人

、

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
百

七

十
人
（
各

先
着
順

）
　
蓄
乕

大

人

五
千

五
百
円

、
中
ふ
咼
・
短

大
・
大

学

生

五
千
円

、小

学
生

四
千
円
（
交

通
費

、

バ
ー

ベ
キ
ュ

ー
代

、
ぶ
ど
う
狩

り
料

、

傷

害
保

険
料

を
含

む
）

圃

８
月
2
2
日

窗
〔
必
着
〕
ま
で

に
、（

ガ
キ
に

住
所
・
氏
名

・
年

齢
・
電

話
番

号

・
障

害
者

か

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
の
区

分

を
記

入
し

て
、
〒
2
7
0
一
0
1流
山

市
下

花

輪
四
〇
九
（
東
葛

病
院
内
）
ひ
ま
わ
り

号

を
走

ら
せ

る
「
ぢ

ば
」
実
行

営

貝
会

（
携
帯

電
話

登
0
8
0
・
1
0・
5
1
9
2
3

番

）
へ

松

戸

青

少

年

交

響
楽

団

定

期

演

奏

会７
月
2
7囗
皿
午
後
４
時
開
演

会

場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
内
容
ベ
ー
ト
ー

ベ
ン
交
響
曲
第
五
番

『
運
命
』
ほ
か

春
爾
一
無
料

鬩
松
戸
青
少
年
交
響
楽
団
・
北
野
容

3
4
4
・
９ａ
Ｑ
りｎ
乙
ｎ
乙
番

常
盤

平

老

人

福

祉

セ
ン

タ

ー
映

画

会対
乖
車
内
在
住
の
六
十
歳
以
上
の

人
　
曹
用

無
料

日　 時 内　 容

7/29W)

午前10 時から
｢俺ら東京さ行くだ｣

柏原芳恵・林美智子・植木等・吉幾三出演

午後1時30分

から

厂九ち やんのでつかい夢」

坂本九・賠償千恵子・竹脇無我・犬塚弘出演

30 ㈲ 午前10 時から

｢紀之国屋文左衛門｣

高田浩吉・嵯峨三智子・森美樹・近衛十四郎

出演

醋

常

盤
平
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
容
誣
・

0
2
0
1

番

戸定歴史館展示案内

期間・催し物 内　　　　　容

10/12( 日)まで

1867 年パリ万博と徳川昭武 の渡米

将軍徳川慶喜の命でパリ万博に派遣さ れた徳川昭武はその後、

日本の代表として各国を歴訪し たのち最初で最後の大名留学生

となりました。昭武の生涯を通じ て19 世紀末から20 世紀初頭の

世界を展観します。

入館時間…午前9時30 分～午後∠1時30 分（月曜日は休館）　入館料…大人60 円 、高大学生40 円、小中

学生20 円（第2 ・4土曜日は 、小中学生の観覧は無料です）

※戸定邸「使者の間・従者の問」の復元工事を実施し ます。周辺および来園の皆様にご迷惑をおかけ

する場合もありますが 、ご理解とご協力をお願いし ます。

崑戸定歴史館S362-2050 番

講
座
・
講
演

松

戸

地

域

職

業

訓

練

セ

ン

タ

ー

「

日

曜

大

工

講

座

」

９

月
1
4
日
～
1
0
年
８

月
2
3
日

の
毎

月
第

二
こ
二
日

曜
日
（
1
2月

・
１
月

・

８
月

は
月

一
回
）
、
午
前

９
時

～
正

午

定
員

先
着

二
十
人

内

容
松

戸
建

築

組
合

員
に

よ

る
道
具

の
使

い
方
か

ら

組

み
立
て

ま
で

の
技

術
を
個

人
に

合

わ

せ
て
指

導
　

費

用

二
ヵ
月

ご
と

に

九
千
円

翊

事

務
所
窓
口

で
受

け
付

け

挧

松
戸
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー
（
松

戸
市

小
金
原

一
の

一
九

の
三

）
登
3
4
9
・

3
2
0
0

番

母

子

・

寡

婦

編

み

物

講

習

会

８

月
1
0
日
・
2
4日

、
９
月
1
4
囗

・
2
8

日

、
1
0月

５
日

・
1
9日

の
各

日
曜
日

（
全

六
回
）
午
前
1
0
時

～
午

後
３
時
3
0

分

会
場

女
性

セ

ン

タ
ー
ゆ
う

ま

つ

ど

定
員

先
着
三

十
人

善
用

無

料

圉

電
話
で
松

～

壁

村

山

容
3
6
2・
8
7
8
3

番

へ

講座案内(テクノ21)松戸地域職業訓練センター

松

戸

六

実

高

校

開

放

講

座

「

清

流

ル

ネ

ッ

サ

ン

ス

・

炭

を

使

っ

て

川

を

き

れ

い

に

」

９
月
2
7
日
出

、
1
0月
1
0
日

㈲

・
2
5

日

出
、

Ｈ
月
８

日
出

・
2
2日

出

（
全

五

回
、
雨

天

時
は
翌

日
）
、
午
前
1
0
時

～

午
後
２

時

会

場

松

戸
六
実

高
校

定

員

成
人

三
十

人
（
抽

選
）
　
内
容

木

の
枝
で
炭

を

焼
き
、
手

賀
沼

流

域

の

上

大
津
川

に

施
し
河

川
を

浄
化

す

る

講

師

同

校

教
諭

・
渡

部
寛

仁
氏

費

用

五
千
円
（
保
険
料

を
含

む
）

翊

８
月
1
6
日

出
必
着

で
、
（

ガ
キ
に

住

懲

氏
名

京

齢

・
職

業

ふ
異
滾
信
号

を

記
入

し

て

、
一
１‐
2
7
0松

戸
市

高

柳

一

五

九
五

の
二
五

県

立
松
戸

六
実

高
校

開
放
講
座
係
（
登
3
8
5
5
7
9
1
番
）
へ

福

助

菊

作

り

植
え

込

み

講

習

会

８
月
３
日
㈲
午
後
１
時
～
５
時

会
場
市
民
会
館
　
春
用

無
料

圜

平
松
菊
花
会
・
結
城

登
3
6
3
・
5
9

8
5
番

講　座　名 日　　　　　　　時 定 員 ・ 費用

パソコン・

ワープロ入門講座

①8/ ・7 休）　　　 午前

②8/28困・29銜　　　　 午後 各10 人

6,000円Wind  ows  9 5

入門鎧
8/6W･7 困　　　　　 午後

ワープロソフト

一太郎入門講座
8/23C土)・30(土) 各10 人

10,000円

(8,000円)エクセル入門講座 8718(E)・19㈲・20㈲　 午前

ロータス1-2-3

入門講座

8/18 ㈲・19W ・20(水)　　 。

・25(月)・26㈹・27團　　
午後

10人　15,000 円

(10,000 円)

※午前＝午前9時30 分～午後O時30 分、午後＝午後1時30 分～4時30 分

土曜日＝午前10時～午後3時30分

初心者入門講座 8/40 月)・５(火)・１１(月)・１２(火) 午 前
吝5人

15,000円
初級講座 8/40月)・５㈹・１１(月)・１２(火) 午 後

※午前＝午前9時30 分～正午　午後＝午後IE持30分～4時

圃下記事務所窓口で先着順に受け付け

固］松戸地域職業訓練センター（松戸市小金原1の19の3) S3 ∠19-3200番

※費用のうち（　）内は当会員事業所または当団体会員メンバーの場合です。

あ
な
た
の
健
康

膵
臓
が
ん

最
近
は
、
膵
臓

（
す

い
ぞ
う
）

が
ん
が
以
前
に
比
べ
、
か
な
り
増

え
て
き
ま
し
た
。
原
因
は
は
っ
き

り
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
食
生

活
の
欧
米
化
に
伴
う
動
物
性
脂
肪

食
の
過
剰
摂
取

が
原
因
の
一
つ
と

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

膵
臓
の
位

置
と
働

き

膵

臓
は
胃

の
後

ろ

の
背

中

に
近

い
所

に
あ
り

、長

さ
十
五

惣
・
幅

三

惣
ほ

ど

の
横

に
長

い
臓
器

で

、
ほ

ぽ
水
平

に

横

た

わ

っ
て

い
ま

す

。

そ

の
機
能

は
二

つ
あ
り

、
一

つ
は

膵
臓

の
真

ん
中
を

走

る
膵
管

か
ら

十
二

指
腸
内

に
種

々

の
消
化

酵
素

を
含
む
膵
液
を
送
り
込
む
働
き
で
、

も
う

一

つ
は
血

液
中

の
糖
分

の
量

を
調

節
す

る
ホ

ル
モ

ン
を
分

泌
す

る
こ

と
で
す

。

症

状こ

の
よ
う

な
働

き
を

す

る
膵
臓

に

が
ん

が
で
き

る
と

、
膵
臓

の
働

き

は
落
ち

ま
す

が
、
特

有

の
自
覚

症
状

が

な

い
た

め
発
見

が
遅

れ

や

す

い
の

で
す

。
腹
痛

、
背
痛

、
腰

痛

、
体
重

減
少

、
黄
疸
（
だ

ん
）
そ

の
ほ
か
全

身
倦
（
け
ん

）
怠

、
食
欲

不

振
、
吐

き
気

、
白

っ

ぽ

い
便

、
下

痢

、
便
秘

な
ど

の
症

状

が
出

る
こ

と

も
あ
り

ま
す

が
、

ど
の
症

状
も

膵

臓
特
有

の
も

の
で

は
あ
り

ま
せ

ん
。
以

上
の
よ
う

な

変
調
に

気
付

い
た
と

き
は
、

早
め

に
受
診

す

る

こ

と

が
大

切
に

な
り
ま

す
。

社

交

ダ

ン

ス

初

心

者

入

門

講

座

８

月
1
0日

か
ら
毎

週
日

曜
日
（
全

十
二

回
、
変
更

あ
り
）
、
午
後
６

時
～

７

時

会
場

新
松

戸
市
民

セ
ン

タ

ー

235

早

期

発

見

と

診

断

三

十

数
年

前

に
は

、
膵

臓

が
ん

の
早
期
発

見
は
困
難
で
し

た
が
、
最

近

は
、

診
断

技

術

の
進
歩

に
よ

り

早

期

の
膵

臓

が
ん

が
、
人

間

ド
ッ

ク
や
二

次
検

診

な
ど

で
も

発
見

さ

れ
る
よ
う

に
な

り
ま
し

た

。

血
液
検

査

や
腫
瘍
（
し

ゅ
よ
う

）

マ
ー

カ

ー
な
ど

で
診

断
で

き

れ

ば

良

い
の
で

す

が
、
決

め
手

に

な

る

も

の

は
あ
り

ま

せ

ん
。

そ
こ

で
超

音

波
検

査

や
Ｃ

Ｔ
検

査

、
Ｍ

Ｒ
Ｉ

検

査

、
膵
管

造
影

検

査

な
ど

が
行

わ
れ
ま

す

。

さ
ら
に

は

必
要

に
応

じ
、
内

視

筵
的
胆

管

膵
管

造
影

検

査

、
超

音

波
内

視

筵
検
査

な

ど
複

数

の
検

査

を
組

み
合

わ

せ
て

実
施

さ
れ
ま

す

。
今

で

は
、

こ

の
よ
う

に
し
て

小

さ

な
が

ん
で

も
正

確
に

発

見
で

き
る

の
で
す

。

治

療

と

予

防

治
療

に

は

、
切

除
手

術

が
基
本

で
す

。
ま

た
、
手

術
を

中
心

と
し
た

放
射

線
療

法

や
科
学

療

法
を

併
用

す
る
方

法
も
行

わ

れ
て

い
ま
す

。

膵

臓

が
ん

の
危
険

因

子
と

し
て

知
ら

れ
て

い
る
も

の
に

は

、
た

ば

こ

と
動

物

性
脂

肪

の
多

量
摂
取

が

あ
り
ま

す

。
四

十

歳
を
過

ぎ
た

ら
、

何
よ

り
も

年

に
一

回

の
定
期

検
査

を
受

け

る
こ
と

で

す

。
ま
た

、

そ

の
よ
う

な
弊
害
を

除
ぐ
た

め
に
は
、

し
好

品
を

制

限
し
多

品

種

の
も

の

を
満

遍

な
く
食

べ
、
食

事

の
偏
り

を
防
ぐ

こ
と

が
大
切

で
す

。

（
松

戸

市

医

師

会

）

蕈

里
（
千
円

筒
ふ
れ
あ
い
社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

・
梨
木

登
3
4
2
・
9
5
3
5
番

情報

チャンネル
タイトルが色刷りのものは、市の主催です。

パ
ソ
コ
ン

ー
ワ
ー
プ
ロ
人
門
講
座

マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ

パ
ソ
コ
ン
講
座



ス
ポ
ー
ツ

夏

季

市

民

ソ

フ

ト

テ

ニ

ス

大

会

８
月
3
1
日

㈲
午
前

８

時
3
0分
受

け

付

け

会
場

栗

ケ
沢
公

園
庭
球

場

対

象

車

内
在

住
・
在
勤
・
在

ク
ラ

ブ
・

在

学
者
　

種
目

男

女
Ａ

～
Ｄ

ラ
ン

ク

別

と
四
十
五
歳
以
上
（
四

十
五
歳
以
上

も
ラ

ン
ク

を
必
ず

記
入

）
ル

ー
ル
国

際
ル

ー
ル
　

苣

用
一
チ

ー
ム
二
千
円

圃

８
月
1
5
日

吻
ま

で
に

、
所
定

の
振

込
用

紙
で
松

戸
市

ソ

フ
ト
テ

ニ
ス
連

盟

・
小

倉

（

昔
3
4
5
0
8
9
9
番
）
へ

ア

イ

ス

ホ

ッ

ケ

ー

体

験

ス

ク

ー

ル
８
月

５
日

火
・
９
日

出
（
全
二

回
）
、

午
後

９
時
4
5
分
～
1
0
時
4
5
分

会
場

ア
イ
ス

ア
リ

ー
ナ
新

松
戸
（
ダ
イ
エ

ー

新
松
戸
店
丙

）
　
対
騷

四
歳
～
小

学
生

蕃
兩

無

料
（
貸

靴
代
六
百

円
・
保

険
料

四
百
円

は
自

己
負

担
）

匣

電
話

で
松
戸

ジ
ュ

ニ
ア
ア
イ
ス

ホ

ッ
ケ

ー
ク

ラ
ブ
リ

ト
ル

ス
タ

ー

・
内

村

昔
3
4
3
・
3
6
7
2

番
（
午

後
７
時

以

降
）
へ

千

葉
県

民

体

育

大

会

出

場

者

を

募

集千
葉
県
民
体
育
大
会
に
左
表
の
種

目
で
、
松
戸
市
か
ら
出
場
す
る
選
手

を
募
集
し
ま
す
。
松
戸
市
代
表
選
手

と
し
て
経
験
者
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

惠
７
月
3
1日
米
ま
で
に
、
電
話
で
松

戸
市
体
育
協
会
事
務
局

昔
3
6
9
・
2
0

3
0
番
へ

＼ 募集 種目 対　 象 期日・場所

讚

/'丶ず

､ﾋ

成年男女

シンケルスカル吝1人

ダブルススカル各2人

少年男女

シンケルスカル吝1人

ダブルススカル各2人

中学生以上

(レース艇は

主催者が用

意)

8/30C土)

千葉県小見川

漕艇場

ポッ

ケ
ｌ

男子　12 人 高校生以上

9/280日)

県立大原高校

グラウンド

な
ぎ

な

た

一
日

教
室

７
月
3
0日
水
午
後
３
時
～
５
時

会
場

小
金
原
体
育
館

対
象
小
学
生

以
上
の
男
女
　
春
乕

無
料

惠
電
話
で
松
戸
市
な
ぎ
な
た
連
盟
・

飛
田
容
3
4
1
・
6
7
4
5
番
へ

夏

快

適

リ

フ

レ

ッ
シ

ュ
体

操

８
月
２
日
～
2
6日
の
火
・
木
・
土

曜
日
（
1
2日
・
1
4日

・
1
6日
を
除
ぐ

全
八
回
）
、
午
前
９
時
3
0分
～
Ｈ
時

命
場

運
動
公
園
小
体
育
室

定
員
先

着
六
十
人

春
乕

二
千
百
円
（
保
険
料

を
含
む
）

惠
当
日
会
場
で

圜

健
康
体
操
連
盟
指
導
者
協
議
会
・

梶
野
容
3
4
2
・
2
6
0
2
番

平成10 年度看護学生

(看護科三年課程)を募集

市

民

混

合

ダ

ブ

ル

ス

テ

ニ

ス

大

会
９
月

７

囗
㈲

・
1
0月
2
6
囗

㈲
、
各

午
前
８

時
4
0
分
集
合
　

会

場
栗

ケ
沢

公

園

庭
球
場

対

乖
市
内
在

住

・
在

勤
者
　

種
目

一
般
混

合

ダ
ブ
ル
ス

、

家

族
混

合

ダ

ブ
ル

ス
、

ペ
ア

の
合

計

年
齢

九
十

歳

・
百

十
歳

・
百
二

十
歳

以
上
（
男

性
同
士

は
不

可

、一
人
一
種

目
に

限

る
）
　
蓉
用

一
組

千
五
百

円

圃

８

月
８

日
蚩

必
着

で
、
所
定

の
申

込
用

紙
で

干
2
7
0
松

戸
北
郵

便
局
私

書

箱

匸

一
号
松

戸
市

テ
ニ

ス
協
会

へ

嚮

松
戸
市

テ
ニ
ス
協

会
・
平
木

登
岡

3
3
0
・
4
1
1
9（
）番

※
申
込

用

紙

・
大

会
要
綱

は
九

十
円

切
手

を
張

っ
た
返
信

卅
封

筒
を
同

封
し

て
請

求
を

。

願書受付期間平成10 年1 月12 日(月)

～16 日銜〔15 日竕を除く〕午前9時～

正午と午後1時～４時　試験日1 月31

日出( 一次試験) 受験資格大学受験

の資格がある人 募集人数40 人

※入学案内(有料)配布中

鬩市立病院附属看護専門学校登36ｙ

匹 番

会

員

募

集

※
都
合
に
よ
り
会
場
等
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ

う

し

の

会

（

古

典

講

読

）

毎
月

第
四

土
曜
日

午
前
1
0
時

～
正

午
（
2
6日

出
第

一
回
）
　
会
場

矢

切
公

民
館

費
用

月

千
円
（
入

会
金

な
し

）

黯

藤
井

昔
3
6
4
・
9
4
7
0

番

松

戸

は

だ

し

の

会

毎
月
第
一
火
曜
日
午
前
1
0時
～
午

後
１
時

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う

ま
っ
ど
　
内
容
文
章
の
学
習
　
蓄
用

月
八
百
円
（
文
集
発
行
積
立
金
月
千

七
百
円
・
入
会
金
な
し
）

圜

山
本

容
3
6
1
・
0
4
0
7

番

松

戸

ホ

ビ

ー

サ

ー

ク

ル

毎
週

金
曜

日
午

前
1
0
時
～
正

午

会
場
女

性
セ

ン
タ

ー
ゆ
う

ま

つ
ど

内

容

洋
裁
（
製
図
）
・
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
・

企
画

検
討

曹
用

毎

回
三
百
円

（
年

会

費
千

円

・
入
会

金
な
し

）

問

加
藤

容
3
6
3・
0
5
0
3

番

小

山

ダ

ン

ス

サ

ー
ク
ル

（
社

交

ダ
ン

ス

）

毎
月
四
回
日
曜
日
午
前
９
時
3
0分

～
Ｈ
時
3
0分

会
場
小
山
集
会
所

曹
用

月
三
千
円

（
入
会
金
千
円
）

※
男
性
歓
迎

鬩
有
賀

登
3
6
2
・
5
9
1
7

番

矢

切
剣

友

会

毎
週

①
日
曜
日
午
後
５
時
～
６
時

3
0分
苧
火
曜
・
金
曜
日
午
後
６
時
3
0

分
～
８
時
3
0分

会
場
矢
切
小
学
校

体
育
館

対
象
小
学
生
以
上
　
苣

拑

月
二
千
円

（
入
会
金
な
し
）

問

矢
部

登
3
6
2
・
0
4
5
9

番

紙

敷

テ

ニ

ス

ク

ラ

ブ

月
曜
日

を

除
ぐ
毎

日
午

前
９

時
～

午
後
５

時

会
場
紙

敷
テ

ニ
ス
コ

ー

ト
　

対
象

中
学

生
以

上
　

春
乕
（
年
会

費
）成
人

見

万
五
千
円

こ
早
生

見

万

一
千
円

（
入

会
金

各
五
千

円
）

鬩

岡
本

容
3
6
8
・
6
7
1
6

番

松

戸

ク
ロ

ッ

キ

ー
の

会

毎
週
金
曜
日
午
後
６
時
3
0分
～
８

時
5
0分

会
場
市
民
会
館

内
容
人

物
モ

デ
ル
の
素
描

苣
用
月
三
千
五

百
円
（
入
会
金
五
千
円
）

懿
谷
口

昔
3
6
5
・
1
4
4
2

番

松

戸
コ

ト

バ
の

会

毎
月
第
二
木
曜
日
午
前
９
時
3
0分

～
正
午

会
場
市
民
劇
場

内
容
話

す
・
書
く
・
読
む
勉
強
会
　

苣
拑
月

五
百
円
（
入
会
金
な
し
）

鬩
大
越
登
3
6
3
・
0
0
8
5

番

奥
様
い
け
花
会
（
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
）

毎
月
第
丁

四
水
曜
日
午
後
６
時

～
８
時

会
場
市
民
会
館

善
用
月

千
五
百
円
（
入
会
金
な
し
）

鬩
須
藤
登
3
6
2
・
1
9
9
0
番

グ

リ

ー
ン

ク
ラ

ブ

（
ソ

フ

ト
テ

ニ

ス

）

毎
週
土
曜
日
午
前
1
0時
～
午
後
２

時

会
場
松
戸
中
央
公
園
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
　
対
象
市
煦

仕
住
・
在
勤
の
人

費

拑
月
千
円
（
入
会
金
千
円
）

圃
並
木

登
3
6
3
・
3
9
2
7

番

稔

台

剣

道

ス
ポ

ー
ツ
少

年

団

毎
週
①

月
曜
日
午
後
６
時
3
0分
～

８
時
②

土
曜
日

午
後
５
時
～
７

時

会
場
稔
台
小
学
校
体
育
館
　
対
象
小

学
生
　
菩
爾
肖

千
五
百
円

（
入
会
金

千
円
）

鬩
田
口

登
3
6
2
・
5
9
2
0

番

健

康

体

操

フ

レ

ン

ズ

ク

ラ

ブ

毎

週
火

曜

・
木
曜
日

午
前

９
時
1
5

分

～
Ｈ

時

会

場
運
動
公

園
小

体

育

室
　

対

象
二

十

歳
以
上

の
家

庭
婦

人

眥

啣

月
二
千

五
百
円
（
入

会
金
千

円
）

間

内

木

場

音
3
9
1・
0
7
7
5

番

歌

の

会

ひ

ぐ

ら

し

毎
月
第

一
木

曜
日
午

後
１

時
～

２

時
3
0
分

会

場
サ
ロ
ン
ひ
ぐ
ら
し

曾

暮

）
　
内

容
正

し

い
発
声
之
イ
タ
リ
ア

歌

曲
を

歌

い
ま
す
　

費
用
月

二
千
円

（
入

会
金
千
円

）

鬩

荒
井

昔
3
8
9
・
9
9
9
1

番

（
サ

ロ

ン
ひ
ぐ
ら

し
内

）

「

河

」

俳

句

会

毎
月

①

第
一
金
曜
日

午
前
1
0
時

～

午

後
２

時
②

第
二
土
曜

日
午

前
1
0
時

～

午
後
１

時
と

午
後

７
時
～

９
時
3
0

分

⑤
第
四

日
曜

日
午

後
１

時
～
５

時

会
場

勤

労
会

館
ほ

か
　

内
容

増
成

栗

人

松
戸

俳
句

連
盟
会

長

の
指
導

費

用

月
千
円
～
二
千
円
（
入
会

金
な
し
）

鬩

谷

口

登
3
6
3・
4
5
0
8

番

お
知
ら
せ

松

戸

駅
市

民

ギ

ャ
ラ

リ

ー
の

利

用

受

け
付

け

と

説

明

会

７
月
2
9日

㈹
午
後
６
時
3
0分
か
ら

〔
1
0月
1
7日

窗
～
1
0年
１
月
９
日
糜

の
利
用
分
〕

会
場
京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸

ビ
ル
六
階
会
議
室
　
持
ち
物
筆
記
用

具
・
印
鑑

※
空
き
が
あ
れ
ば
、
3
0日
團
か
ら
電

話
で
受
け
付
け
ま
す
。

鬩
社
会
教
育
課
市
民
文
化
係
昔
3
6
6
・

7
4
6
2
番

県

立

千

葉

高
等

技

術

専
門

校
製

図

科

生

徒

を
募

集
　
　

゛

対
象
就
職
を
目
的
と
し
た
十
八
歳

以
上
の
女
性
　
募
集
期
間
８
月
１
日

吻
～
2
9口
吻

試
験
日
９
月
1
0日
伽

審

貝
二
十
人

訓
練
期
間
六
ヵ
月

眥

讚
二
万
五
千
円

鬩

県

旦
千
墓
茴
等
技
術
羅
門
校
登
叩

愬一
・
７
冖
０
９Ｊ
９
り番

ミ

ス
テ

ィ
ブ

ル

ー
（
女

声

合

唱

）

毎
週
木
曜
日
午
前
1
0時
～
午
後
１

時

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ

ど
ほ
か
　
対
象
女
性
　
費
用
拜
四
千

円
（
入
会
金
千
円
）

※
見
学
随
時

鬩
酒
井

昔
3
4
5
・
1
3
9
7

番

レ

モ

ン

ス

タ

ー
（
パ

ッ
チ

ワ

ー
ク

）

毎

月
第
一
丁

四

水
曜

日
午

前
1
0
時

～
正

午

会
場
二

十
世

紀

が
丘
市

民

セ
ン
タ
ー
　
呰
乕

月
二
千
五

百
円
（
材

料

費
別

、
入
会
金

千
円

）

鬪

佐

藤

昔
3
9
1・
3
4
8
7

番

史

の

会

毎
月
第
二
水
曜
日
午
前
1
0時
～
午

後
１
時

会
場
明
市
民
セ
ン
タ
ー

内
容
自
分
史
・
エ
ッ
セ
イ
・
そ
の
他

の
作
文
と
合
評

善
用

月
三
百
円
（
入

会
金
な
し
）

圜
加
藤
登
3
8
8
・
3
0
8
3

番

常

盤

平

ダ
ン

ス

サ

ー

ク
ル

ー
ハ

ッ

ピ

ー
ワ

ン

（
社

交

ダ

ン

ス

）

毎
週

土
曜
日
午
後
７

時
～

９
時

龠
珊

常
盤
平
体
育
館

対
象
多
少
経

験
の
あ
る
人
　
費
用
月
三
千
円
（
入

会
金
千
円
）

鬩
佐
藤
容
3
8
7
・
3
0
3
9

番

矢

切

女

声

合

唱
団

毎
週
火
曜
日
午
前
1
0時
～
午
後
０

時
3
0分

会
場
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

内
容
合
唱
曲
の
練
習
　
萱

場
月
三
千

五
百
円
（
入
会
金
な
し
）

鬩
大
越
容
3
6
3
・
0
0
8
5

番

８月は通商産業省主唱の
電 気 使 用 安 全 月 間7r す

☆ 安全エレちゃんからのお願い ☆

９ ｒ関東電気保安協会

○
譲
り
ま
す

〔
家

具
〕
洋

服
た

ん

す
無
料
・
二

千
円

◆

整

理
た

ん
す
無

料
◆

籐
製

ス
リ

ッ

パ
立

て
六
百
円

◆

ス
チ

ー
ル
製

パ
イ

プ

ベ
ッ
ド
無

料
◆
下

駄
箱

無
料

〔
電
気

用

品
〕
低

周
波
美
容

器

シ
ェ

ー

プ
機
能
付

八
千

円
◆

低

周
波
美

容
器

バ
ス

ト
ア

ッ

プ
機

能
付

七
千
円
◆

女

性

坩
脱

毛
器

五
千
円

◆

ス
テ
レ

オ
六

千

円
◆
4
5
型

パ
ラ

ボ
ラ

ア
ン

テ
ナ
三

千
円

◆

小
型

冷
蔵
庫

五
千
円

◆

冷
風

扇

二
千
円

◆

携
帯
電

話

七
千
円
◆

衣

類
乾
燥

機
三
千

円
◆

二
畳

用

ホ
ッ
ト

カ

ー
ペ
ッ
ト
四

千
円

◆

ス
テ
レ

オ

カ

セ

ッ
ト

デ
ッ
キ
五

百
円
◆

ア
ン

プ
千

円
◆

家
庭

用
生

ゴ
ミ

処
理
器

一
万
円

◆

ポ
ケ

ベ
ル
二
千

円
◆

充
電

式
（

ン

ド

ク
リ

ー
ナ

ー
六
千
円
◆

電

話
機

五

千
円
◆

冷
房

用

エ
ア
コ

ン
室

内
外

機

無
料
◆

二
層

式
洗

濯
機
三

千
円

〔
子
供

用

品
〕
Ａ
型

ベ
ビ
ー
カ

ー
ハ

千

円

◆

マ
マ
コ

ー
ト
千

円
◆

歩
行

器
千

円

◆

ベ

ッ
ト

メ
リ

ー
千
円

二

点

・
二

千
円
◆

ベ
ビ

ー
ラ
ッ

ク
千

円
◆

チ

ャ

イ
ル

ド
シ

ー
ト
千

五
百
円

こ
二
千
円

◆

フ
ァ

ー
ス
ト
サ

ウ
ン

ド
二
千

円
◆

お

ん
ぶ
抱

っ
こ
ひ

も
三
千

円
◆

子
供

用

い
す

（
（

イ

ロ
ベ

ッ
ト
ア

ン
ド
チ

ェ

ア
）
三
千
円

◆

お

ん
ぶ

パ
イ

プ
し

よ

い
こ

無
料

〔
ス

ポ
ー
ツ

用

品
・
楽
器

〕
エ
レ

ク
ト

ー
ン
無

料
二

点
◆

ゴ
ル

フ
セ

ッ
ト
九

千
円

〔
日

用

雑

貨

〕

フ

ラ
ン

ス
人

形

五
百

円
◆

百

科
事

典
全
二

十
四

巻
無

料
◆

パ
イ

プ
（

ン

ガ
ー
無
料
◆

紙
製

千
羽

鶴
無
料
◆

都
市

ガ
ス
用

ガ
ス

テ

ー
ブ

ル
三

千
円

◆

プ
ロ

パ
ン

ガ
ス
用

ガ
ス

テ
ー

ブ
ル
二
千

円
◆

ア
イ

ロ

ン
台
二

千
円

圃

７

月
3
1
日

附
〔
当

日

消

印

有

効

〕

ま

で
に

、
（

ガ
キ

に
希

望
品
名

（
品

物

一
点

に

つ
き
一
人

一
枚

）・
価
格
・

住
所

・
氏
名

・
電
話

番
号

（
昼

問
お

勤

め

の

人

は
勤

め

先

の
電

話

番

号

）

を
記

入
し

て

、

〒
2
7
1
松
戸

市
小

根
本

七
の
八
京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
第
ニ
ヒ
ル

松
戸
市
消
費
生
活
課
消
費
生
活
係
へ

※
相
手

の
紹
介
は
月
初
め
に
抽
選
し

当
選
者
に
電
話
連
絡
し
ま
す
。
紹

介
後
は
自
主
交
渉
に
な
り
ま
す
。

○

次

回

掲

載

分

に

つ

い

て

品

物
を

譲
り
た

い
人

は
、
７

月
3
0

日

水
ま
で

に
、
電

話
で
申

し
込

ん
で

く

だ
さ

い
（
一
人

三

点
ま

で
）
。
８

月

2
5日
号

に

掲
載
し

ま
す

。
価
格

は
一

万

円

ま
で

で
、
衣

料
品

・
食
料

品

・

自
転

車
な

ど
は
扱

い
ま
せ

ん

。

鬩

消

費
生
活
課

消
費

生
活
係

登
3
6
6
・

7
3
2
9

番

リ
サ
イ
ク
ル
広
場



見に行こう　聴いてみよう　＝文化施設だより＝

容368-0070 番

期日 内容 開演時

間

/゛　　　　 問い合わせ先

8/ 1 窗 中央学院大フ ォークソング部 16:30 芝内誠　　　　　　　　 昔362-082ﾜ 番

7團 人形劇（劇団天童） 1∠1:00市こども課　　　　　　　≫366-1111 番

10(日) 耀峰会民謡大会 10:00 藤平桜耀　　　　　　　　登362-2931 番

22 窗 ピ アノ発表会 19二00 宇田川幸子　　　　　　 公36 ∠卜5228 番

23 出 みたか会・長唄三味線発表会 13:00 中山政明　　　　　　　　S364-0273 番

24(日) カラオケコンテスト 18:00 冨永＜に子　　　　　a341-3623 番

※月曜日は休館

368-1237 番

期日

内容
開演時間 問い合わせ先

8/  9(±)中村玉緒ﾄ ークショー　☆ 13:00
1ﾜ:00

東京エンターテイメントクラブ
公03-5269-8ﾜ89 番

13 團
劇団四季アドベンチャーミュージカル
「冒険者たち」～カンパとその仲間～ ☆

15:00 劇団四季　　
≪045-903-1523 番

19(火)第8回松戸市平和コンサート 15:00 市総務部総務課　　 ≫366-ﾜ305 番

31 剛
千葉県立関宿城博物館　特別講演会

｢台風がやってくる｣～カスリン台風50年～
13:30

市教育委員会社会教育課

S366-ﾜ462 番

プラネタリウム夏休み特別投影

8/31  (日)まで ①水･木曜日午後1時30分・3時30 分②土 一日曜日午前10 時・午後1時30 分 べ3時30 分

(各50分間) 費用中学生以下30円・高校生以上51円・3歳以下無料　団体(20人以上) はご相談を

※月曜日は休館

詣 市民会館プラネタリウム室登368-123'ﾜ 番

S384-8181 番

機関
内容

10/19 臼 まで

教育展｢教科書のなかの道具とくらし｣
内容小学校の社会科や国語の教科書に登場する昔の生活用具の実物
展示
会場企画展示室　観覧無料

教育展に伴う体験教室　対象小学生　費用無料
①火おこし･煮炊き体験　8/8銜午前1O時～正午　会場竪穴住
居
②タライによる洗濯体8/19C火ド21曰午前1O時～正午‐午
後1時
～3時　会場プレイル‐ム
③稲刈リ体9/14(1日)午後1時～4時会場21世紀の森と広
場内水田
④脱穀体験9/21(1日〉午後1E侍～∠l時会場博物館企画展
示室前
匝]いずれも参加希望者は直接会場ヘお越し＜ださい(先

8/1 廊～31 日
午後1時15 分･3 時15 分

から上映(土･日曜日は午

前11時からも上映)

ハイビジョン映像｢ し ぜんとあそぼ／さる｣(15 分間)　 会場講 堂　観

覧無料　　　　　　　　　　　　　　　　　　
よう

※9/2W からは｢ 始皇帝/黄泉の国の軍団・兵馬俑｣(29 分間)を上映しま

す。なお、都合により上映を中止させていただく場合があり ます。

8/6W ・9圉・15銜

各日午後2時から

映像で見る昭和の歴史

内容記録映像やアニメ映画をとおして戦争の意味を考えます

8/6 ㈲「ヒロシマに一番電車が走った」（30 分間）

9仕）「そし てドン キーもし んだ」（50分間）

15銜 厂農民兵士の声が聞こえる」（50 分間）

会場講堂　定員80人（当日先着） 観覧無料

※都合により上映予定を変更する場合があります。

8/19 ㈲～21 困

午前10 時と午後2時から

そ れぞれ2 時間

夏休み体験教室「布を織る」

内容木綿の縦糸に細く裂いた木綿布を織り込む「裂き織り」体験　対象

小学4～6年生 定員各回3人（先着順） 費用無料

圉電話で市立博物館夏休み体験教室係が384-82ﾜ2 番へ

常設展観覧料…一般300 円(240 円)・高大学生150 円(100 円卜 小中学生100 円(60円)(　)内は20

人以上の団体料金　※第2 ・4土曜日は小・中学生は観覧無料です。　休館日…月曜日( 祝日に
当たるときは翌日) ・第4金曜日( 館内整理日) 総合展示解説ツアー…毎週土 一日曜日と祝日の

午後2時から30 分間 、解説員による総合展示解説ツアーを開催し ています( 参加者は常設展示観

覧料が必要となります)。

健康保険証を忘れずに

◆テレホン案内サービス
………O366-0010 番

平日・午後5時～翌日午前9時
休日と土曜･午前9時～翌日午
前9時

◆夜間急病診療所…容368-3756番
衛生会館内･毎日午後8時～11時

◆休日土曜日夜間歯科診療所
………O365-3430 番

衛生会館内･午後8時～11時

相 談名 期　　 日 時　　 間

松戸市の市外局番は０４７番です。

戸定歴史館の展示案内は、６面に掲載しています。

0384-5050 番

W ●¶.　 ●●

期日

内容
開演時間

問い合わせ先

大
ホ

｜ル

7/26 ㈹ 国立ボリショイバレエ学校特別公演☆ 18:00 労音東葛センターS365-9911 番

27日 松戸青少年交響楽団第2回定期演奏会 16:00
松戸青少年交響楽団

≪344~3322 番

8/3( 日)
ボランティア推進チャリティーコンサ

ート ☆
16:00

ボランティア推進チャリティーコ

ンサート委員会

≫03-3ﾜ11-7684 番

小
ホ

｜ル

7/26CD
障害者通所施設「喜楽家」チャリティー

コンサート　枩
13:30 喜楽家　　　　　0344-99 引 番

27 剛 サマー・コンサート 11:00
東葛ジユニアストリンゲス ーアン

サンブル　　　　O347-8880 番

8/3( 日)

10( 日)

ピアノ発表会 14:30

-
15:30

平野映子　a04ﾜ4-45-1352 番

クラシックバレエ発表会 ステージ・バレエ・アカデミー
a04ﾜ1-6ﾜｰ6206 番

17(日)
The　Born　Bomb　Bon

Summe  r　Live'  9  7
13 二00 吉川雅偉　　　　S386-5ﾜ?O 番

22 窗 第６回ちば音楽コンクール第１次予選 10:00
千葉日報社ちば音楽コンクール事

務局　　　≪043-22ﾜｰ0055 番

23 出 親子まんが映画会　☆

10 二00

12:00

14:00

アニメセンター

登03 一3466-4406 番

367-7810 番

期 間 内容 問 い 合 わ せ 先

7/27 日 まで 松戸市小中学 校児童生徒席書展 市教育委員会指導課　　a366-ﾜ458 番

8/ 3(日)まで 平和ポスター・パネル展 市総務部総務課　　　　S366-ﾜ305 番

8/1 m ～24(日) 名美の会作品展 名美の会　　　　　　　　0385-6563 番

20 團～24(日) 朴山会書篋 朴山会　　　　　　　　　O341-90ﾜ1 番

開館時間…午前10 時～午後6時( 月曜日は休館)

fi345-8900 番

機関 内容

展
示

7/29W ～8/  3(B) 「ひょう たん展」　松戸瓢箪（ひょうたん）村

8/22R ～8/24(1日) 「納涼盆栽展」　日本盆栽協会松戸支部

8/26W ～9/ 7(日) 「ハープと健康展」　企画展

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

8/23C土)午後3 時～4時 昆虫ウォツチンゲ　講師自然解説員・前園泰徳氏

8/310日)午後3時～4時 季節のみどころ歩き　講師パークセンター職員

惠 当日パークセンターで　定員先着25 人 費用無料　※雨天中止
ク
ラ
フ
ト

8/27 ㈲～8/29R

各日午後1時30 分～3 時30 分

｢まる太とねん土で身近ないきも のを作ろう｣

講師辺の会

匣 当日森の工芸館で　費用50 円

相
談

毎週水・土・日曜日と祝日

午前10時～正午と午後1時～3時30 分

みどりの相談員による花や緑に関する相談
(電話でも受け付けます)

開館時間…午前9時～午後6時（月曜日は休館）　※8/21 困からは午後4時30 分まで

松戸駅市民ギャラリー

期 間 8/7まで 8/8-21 8/22-9/

4
東

女流三人展

圓 黒沢0344 ぺ805 番

月曜スケッチ会　淡彩画展

醍佐藤O362-6309 番
松崎宗用 布に摺る木版画二人展

圃]松崎o345-ﾜﾜ 刀 番

西
プリマペラ　スケッチ作品展

醍 増山O388-2760 番

土曜スケッチ会　淡彩画展

固]志村昔38｢7-5823 番

虚空窯陶芸教室作品展

圓白次登369-0321 番

会　 場 贈］　 相談名　　　期　　日 時　　間 会　 場

千

葉
地
方
法
務
局

松
戸
支
局

市
援
護
課
庶
務
係

社

会
福
祉
協

議
会

公
3
6
8
・
0
5
0
3
番

21世紀の森と広場パークセンター

博物

館

文化ホールギャラリー

市民会館

市民劇場
森のホール21

お気軽にご相談ください　８月の相談あんない，

市

民

相

談

室

国
民
年
金
課
適
用
係

商工観光

課労政係

市
役
所
相
談
コ

ー
ナ

ー

市民相談室
交通事故
市政･一般

法律相談☆

税務相談
登記相談

行政相談

住宅相談
住宅ﾘﾌｫｰﾑ

外国人相談

労働相談

巡

回

年

金

相

談

消費生活

相談育 児相談

人権相談

心

配

ご

と

相

談

ゆう まつ ど

こころの相談

女性就業相談

女性パート

労 働 相 談

就学相談1

教育相談1

青少年相談

救急医療体制
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